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【滋賀県産業立地戦略について】
令和６年２月定例会議において、以下の項目について質問をいたしました。

Q：

A：

今年度末に策定予定の滋賀県産業立地戦略の
「目的」と、それを実現することによって、どの
ような状態を作り出そうとしているのかを問う。

Q：

A：

「県と市町の連携による産業用地開発事業」の
選定から外れた候補地への対応について問う。

　　  < 商工観光労働部長>
　滋賀県産業立地戦略は、県外からの産業誘致に加えま
して県内立地企業の再投資やスタートアップの育成を推
進することで、本県産業の更なる発展につなげることを
目的として策定するものです。
　多様な分野の産業立地によりまして、税収増加、雇用
創出、地域の消費拡大が図られ、地域の活性化、さらに
は本県の豊かさが持続・増進していく状態を作り出して
まいりたいと考えております。

       < 商工観光労働部長>
 　各候補地は、選定から漏れたものにつきましても、
市や町で実現性や立地条件等を十分に検討いただき、
提出されたものであると考えております。その候補地に
つきましては、市町や民間が主体的に開発を進められる
場合には、産業立地サポートチームを編成し、部局連携
で土地利用調整に努めるなど、しっかりサポートしてま
いりたいと考えております。

Q：

A：

令和６年度より、産業立地を強化するため滋賀県
が主体となって、「市町と連携」して大規模な産
業用地開発事業に取り組まれますが、詳細につ
いて問う。

Q：

A：

この戦略を成功に導くには、企業側の視点に立って
考えなければなりません。滋賀県産業立地戦略－
「世界から選ばれる滋賀」に向けて－の思いについ
て知事に伺う。

       <知事 >
 　一層、地域間競争が激化していくと想定される中、
税収増加、雇用の創出、地域の消費を拡大するなど、様々
な効果が期待できる産業立地を強力に推進していくこ
とが必要と考えています。
　本県の多くの強みを活かしながら、ワンストップで
スピーディーに対応し、かつ、近隣府県に見劣りしな
い設備投資を呼び込む「新たな支援制度」を設け、立
地後の円滑な操業支援まで切れ目ない施策を積極的に
展開することにより、世界から選ばれる滋賀の実現を
目指してまいりたいと存じます。

　神奈川県横須賀市にある同研究所は我が国の特別支援教
育のナショナルセンターとして設置され、特別支援教育に
関する研究のうち、主として実際的な研究や特別支援教育
関係職員に対する専門的、技術的な研修を行うこと等によ
り、特別支援教育の振興を図ることを目的としています。
通常学級に在籍する小中学生の 8.8％に、学習面や行動
面で著しい困難を示す発達障害の可能性があると、文部科
学省が 2022 年 12 月 13 日に発表した調査結果で明ら
かにしました。
　つまり、通常学級を受け持つ教師も、様々な受け取り方
をする生徒がいることを前提に障害の特性を理解し、授業
を進めるための工夫が必要になるということで、今まで以
上に教員のスキルアップが求められます。
　滋賀県では、希望ヶ丘文化公園内に「滋賀県総合教育セ
ンター」があり、教育に関する専門的、技術的事項の研究
および教育関係職員の研修が行われていますが、特別支援
教育総合研究所の協力もいただきながら、滋賀県の教育
の総合力を高めていきたいと思います。

独立行政法人
国立特別支援教育総合研究所の視察

東京国立博物館の視察 ハイパフォーマンススポーツセンター
（HPSC）の視察

　HPSC は、オリンピック・パラリンピックでの活躍を
目指すトップアスリートがトレーニングを行うなど、競技
力強化に当たって欠かすことのできない、日本の国際競技
力強化の中核拠点です。
　HPSC では、オリンピック競技とパラリンピック競技
を一体的に捉え、スポーツ医・科学、情報等による研究、
支援及び高度な科学的トレーニング環境を提供し、国内外
のハイパフォーマンススポーツの強化に貢献しています。
また、地域におけるトップアスリートの「サポート環境の
整備」と「サポート・スペシャリストの養成」を促進する
ことで、質の高いサポートが全国各地で実施されるような
環境を構築する事業も行っています。
　滋賀県では、1981年の「びわこ国体」以来44年ぶり2
度目となる、「わた
SHIGA 輝く国スポ・
障スポ2025」の開
催を目前に控え、
選手の発掘や競技
力の強化が課題と
なっています。

　東京国立博物館は、日本と東洋の文化財の収集保管、展
示公開、調査研究、普及などを目的として独立行政法人国
立文化財機構が運営する国立博物館です。
　日本最古かつ最大の博物館であり、本館、表慶館、東洋館、
平成館、法隆寺宝物館の 5 つの展示館と資料館その他の施
設からなり、2023 年 4 月時点で、国宝 89 件、重要文
化財649件を含む収蔵品の総数は約12万件あります。
　滋賀県では県立の「（仮称）新・琵琶湖文化館」の工事
が間もなく始まります。施設は、収集保管、展示公開、調
査研究等の基本的なミュージアム機能に加え、地域の文化
財のサポートセンター機能や文化観光の拠点となるビジ
ターセンター機能を備えた『近江の文化財』を保存・継承・
活用・発信する中核拠点と位置づけています。
　東京国立博物館では、来館者を増やすための取り組み
を、熱心に行っておら
れます。規模の違いは
ありますが、新・琵琶
湖博物館にも多くの来
館者を迎えたいと考え
ていますので、勉強を
させて頂きました。

子どもや親が交流できる施設
浜松子ども館の視察
　浜松子ども館は多様な社会・文化体験と多様な交流機
会を提供し豊かな創造性を育むことを目的に、2001年に
オープン。2021年にはパワーアップしてリニューアル
オープンし、昨年12 月には会館 21 年で来場者数 400
万人を達成しました。
　特徴として大半の職員が、幼稚園教諭や保育士の資格
を持っている子育てのプロで、子どもや家族連れが自由
に遊べる空間や、五感を使って冒険したり、発見できた
りするような魅力的な遊具を提供していますが、子ども
の遊び場としてだけではなく、親同士の交流の場や保育
士を配置した託児など子育て支援機能も有しています。
　同こども館では、赤ちゃんから成
長に合わせて参加できる子育て支援
プログラムや、年齢を問わず参加で
きる遊び体験プログラムを開催して
いて、保護者や他の子どもと一緒に
遊ぶことで、遊びには自然とルール
が出来上がり、その中で多様性への
理解や共感力が身に付くということ
も期待されます。         <商工観光労働部長>

　 「県と市町の連携による産業用地開発事業」は、滋賀
県が主体となって開発を行うもので、県内市町から候
補地を募集いたします。募集期間は、３月下旬から７
月下旬までの予定で、開発規模は、大規模立地に対応
できるよう、１カ所10ha以上としており、北部地域１
カ所、その他地域１カ所の２カ所を選定し、進めてま
いりたいと考えております。
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